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億

(玉
堂

1)

論

説

共
同
鴻
韻
に
閲
す
ス
国
際
法
規

第
拘
戟

E

ご

り
'
一
は

発

二
億

回に
於

て
郵

便

物

の
損

掌

を
共

同

海

損

と

せ

ざ
る

こ
と

な

-
二

は
第

六

株

の

末

項

に
於

で
共

同

海
損

た

る

べ
き
費

用

及

犠

牲

損

害

.i
封

し

て

利

子

を

附

す

べ
L

と

す

る
規

定

LJ
-
英

軌

の
輿

論

は
利

子

を

附

す

べ
き

も

の
な

-
と

の
連

破

に
傾

き

つ

1

あ
-

三

は

草
案

の
終

b
に
あ

る
表

(Sclled
ute)
に

し

て

refl･ig
e
ratin
g

m
achinery
井

に
r
e
f
r
i
g

e
ra
rin
g

in
s
u
la
t
i
o
n
-

に

封

す

る
新

嘗

交

換

差

益

控

除

の

こ
と

あ

-
精

算

の
統

一
を

助

長

す

べ
き

賢

際

上

の
利

益

あ

る

瀧

定

は
翠

に
此

の
二
二
の
規

定

に
過

ぎ

ざ
る
な

-
要

之
｢
ヨ
ー

ク
'ア

ン
ト

ワ

ー
プ
'ル
ー

ル

ス
Lを

従

来

の
如

-

採

用

す

る

こ
と

1
L

で
必

要

に
鷹

じ

て
之

れ

が
補

足

或

は
修

正

を
為

せ
ば

足

る
な

り
'法

則
ま

義

は

採

用

す

る

に
足

ら
ず

(｢メ
ー
｣民

意

見

終
)

P
H】
二

デ

ム
ス
チ
ル
ダ

ム
｣
精
算
人
｢
エー
､
リ

ン
ド
し
戊

(D
r
.
A
.
L
i
n°)advocte
a
n
d
av
eng
e

adjuster,
A
TnSterd
am
ノ
の
意
見

nはU

エ
ト

タ

ン

ド
氏

は
非

法

則

主
菜

の
連

破

者

な

-
国

際
法

協

合

の
r
マ
ド
リ

ッ
ド
｣合

議

'i
於

け

る
同

氏

の

論

文

(2
8
th
R
epo
rt.
M
adr
i
(1,

t
tj
t
S

P
t1
g

e
(;7-
7
t
J

の
要

領

を

左

に
摘

録

す

べ
し
｡

r
m
I

ク
､
ア

ン
ト

ワ

ー
プ
､
ル
ー

ル

ス
｣
は
精

算

人

の

た

め

に
信

用

あ

る
有

益

な

る
手
引

t･･8
-

D
r
.
E
･

N
･
R
a
h
usen
氏

が

一
八
九
〇
年

の
本
協

食

の
報

告

書

中

に
述

べ
た

る
所

の
｢
ヨ
ー

ク
'ア

ン
ト

ワ
ー

プ
'ル
ー

ル

ス
Jの
規

定

は

容

易

に
塵

更

す

べ
き

に
あ

ら

ず

と

の
管

語

ぶ

jE
鴇

を

得

た

る

も

の
な

ら

然

れ

ど

も
裁

判
所

の
判

決

例
等

に
教

で
之

れ
勺を

観

る

に
r
ヨ
ー

ク
､ア

ン
ト

ワ
ー

プ



ル
ー
ル
ス
しの
規

定

の
或

も

の
は
十

分

に
其

意

味

の
刊

然

し

難

き

も

の
あ̀

-
此

等

は

改

め
ざ

る

ペ

か

ら

す
｡

L
o
n
d
o
n
.

1
9
)
0
)

共

同

海

損

法

典

編

纂

の
必

要

と

題

す

る
論

文

を

提

供

せ

,Ll
同

氏

は

其

の
論

文

に
於
､で
r

ヨ
ー
ク
'ア

ン
ト

ワ

ー

プ
'ル

ー

ル
ス
Jは
共

同

海

損

の

1
股

的
法

刺

(g
c
neL･at
P
rin
c
ip
tes)
に

関

し

て
不
完

全

な

h
と

謁

へ
h
'果

し

て
不
完

全

な

ら

ば

7
般

約

法

則

を

食

め

る
必

要

な

る
規

定

を

｢ヨ
ー
ク
'ア

ン
･L
ア
ー

ブ
'ル

ー
ル
ス
Lに
加

へ
て

以

て
英

不
備

を

禰

ふ

こ
と

を

得

べ
し
斯

-

せ

ば

現

に
贋

-

世

間

に
知

ら

れ

且
久

し

-

慣

用

せ
ら

れ
な

る
所

の
rヨ
ー
ク
'ア

ン
ト

ワ

ー

プ
メ

ー

ル
ス
Jを
し

て
共

同

海

損

法

を

統

一
す

べ
き

国

際

債

約

の
適

切

な

る
基

礎

た
ら

し

ひ

る

こ
と

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

を
得

ペ

L
t各

国

の
共

同

海

損

法

の

一
覧

表

(C
o

l
l

ate,1
S
n
m
nlary)を
成

る

に

へp
.8
95JParis
Repc,rt

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
､

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

t91'2,本
誌

第

三
十

二
番

第

十

一
騎

7
買
東

二
膝

の
共

同

海

損

行
馬

の
性

質

と

旗

す

る

部

分
以

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

-

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

升

に
は

法

律

上

の
原

則

を
畿

見

せ
ず

比

の
第

二
膝

に
於

て
共

同

海
損

の
要

義

を

含

め

る
朗

の

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

1

1

ヽ

1

1
ヽ

1

1

-

ヽ

ヽ

ヽ

1

､

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

1

ヽ

ヽ

ヽ

1

1

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

定

義

を

設

け
を

れ

-
(註
二
)而

し

て
米
'自
'英
'悌
'燭

及

び
御
薗

陀

の
六

ヶ
国

の
法

梓

は

全

然

こ

の

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

定

義

と

一
致

せ

る

こ
と

が
其

の
六

ヶ
国

よ

り
報

告

せ
ら

れ

な

れ

ゎ

狗
h

諾

威

の
法

梓

の
み

は

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

比

の
定

義

と

少

し

-
異

な

れ

る

こ
と

が
報

告

せ

ら

れ
な

れ

♭
さ

れ

ば
共

同

海

損

に
関

す

る
珪

第
三
十
二
奄

(
五
七
三
)

論

説

共
同
海
損
_i関
す
る
国
際
法
規

帯

出
韓

p
T71



弟
三
十
二
番

(
五
七
四
)

論

説

共
同
薄
現
に
園
丁
ろ
国
際
法
規

第
四
焼

四
四

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

別
は
世
鼎

各

国
同

一
な

-
と
言

ふ
こ
と

を
得

べ
し
果
し

て
同

一
な

ゎ
と

せ
は
殊
更

ら

に
国
際

'
ヽ

ヽ
.ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
p
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

法

の
規
定

と

し

て
原

則
を
設

-
る
の
必
要

は
な

き

が
如

し
｡

(註
二
)
小
党

表

_こ
現

は

ろ
1
所

の
弟

二
億

の
L
全

文

に
走

の
如

し

"
A
G
en
eral
A

verag
e
A
cニ
1
an
CXJ･rl
Old
itll
r
y

act
l
Llun
taFily
a
n
d

re1
3
0
n

ab
ly
d
o
n
e
ln

th

e
cau
s
e

O
f

a

sea
voy
a･ge
I,y

o
r
d
er
o
f
l
h
c
p

erson
in

ch
ar
g

e
o
f
th
e

s
h
ip

f
o
l
the
purp
o
se
o
f

p
reser
v
,n
g

c
｡71cclive7y
th
e
in
tere5*
S

W
h
ich
are
a

=

h
e
tim
e

iH
V
()tVed
in

th
e
a
d
ven
ture
)
from
soln
e
C
Om
m
O
l,

im
m
in
ent
pe
r
il
.

二

郎

八
衝

の

要

素

あ

り

l

E
x
tm
.rd
in
ary
(非
常
)
か

V
.tuntality
(便
意
)
3
.

R

e
a
s

on
ablJ,
(相
常

)

4

In
thc
c
.
u
r
s
e

o
f
a

S
e
a
VOy
ag
e
(航
韓
申
)

5
.
守

.
r
d
e
r

o
f
th
e

p
c
,
son

in
ch
･g
c
.f
th
e
sh
ip
(船
舶
か
支
配
ぜ
ろ
人
の
命
令
)
6

F
o
r

th
e
p
ur
pc6
e
Of
p
reseTVing

cot
te
ct
山v
ely
(共
同
保
存
の
日
的
)

7
T

h
e
Int
e

rests
in
votvcd
in
th
e
ad
v
e
n
tule

(闇
嘘
に
包
容
ぜ
ら
ろ
1
所
の
利
害
園
係
物
)

ci
F

r

om

com
m
on
i

m
mi
nen
t
pe
ril
(共
通
の
急
迫
せ
る
危
険
)

昏

輩
す

ン
ド
氏
)は
此

の

1
蟹
表
中

此
以
外

に
狩
原

則
と
認

め
ら

れ

べ
き
も

の
を
哉
見

せ

ん

と

努

め
た
る
も
能

は
ざ

り
き

ド

ク
ド
ル

氏

が
原

則
と
し

て
取
扱

ひ
な

る
も

の
1

中

..i
は
賓

は
棺
別

に
あ
ら
ず

し

て
翠

に

共

同
海
損

行
男

の
結

果
を
如

何
な

る
蓮

ま

で
延

長

す

べ
き

か

の
問
題

に
過

ぎ
ざ

る
も

の
あ

･･a

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
l

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

共
同

安
全
課

と
言

ひ
或

は
共
同
利
益
説

と
群

ふ
る
も
の
も
原

則

の
問

題

に
か
ら
す
し

て
共
同



ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

･ヽ
ヽ

ヽ

海

損

行

惑

の
結

果

の
適

用

の
問

題

に

過

ぎ

ず
'故

に

必

要

に
膳

じ
r
ヨ
ー

ク
'ア

ン

･L
ア

ー
ブ
'
ル
ー

ル
スLを
僚

濯

し

墳

墓

す

べ
き

も

の

に

し

て

此

の
規

定

以

外

に

不

必

要

な

る
法

集

を

編

成

す

べ

か

ら

す

若

し

法

案

を

作

れ

ば

夫

れ

と

rヨ
ー

ク
'
ア

ン

ト

ワ

ー
プ
.ル
ー
ル
K
Jと
の

問

に

寧

牌

を

惹

起

す

る

を

免

が

れ

ざ

る

べ
し

斯

-

で

は

共

同

海

損

に
関

し

て

説

に
達

成

せ

る

所

の
国

際

間

の

了

解

を

磨

滅

に

蹄

せ

し

む

る

の
虞

れ

あ

h
｡

面

説

前

に

述

べ
た

る

が
如

-
｢ヨ
ー

ク

.ア

ン

ト
ワ

ー

プ
'
ル

ー

ル

ス
)も

現

在
の

章
句

の

億

に

て

0
0

0

0

は
質

際

に
故

障
あ
･Jn
'今

次

に

二
の
資

例
を

示

す

ペ
し
｡

0

0

0

御

薗

陀

の
判

決

に

よ

れ

ば

｢ヨ
ー
ク
ブ

ン
ト

ア

ー
ブ
､
ル

ー
ル
ス
｣の

第

八

債

の
適

用

に
付

き
危

険

の
存

奉

は

必

要

倹

件

に

あ

ら

ず

と

あ

ら
帥

御

薗

陀

の
裁

判

に

於

て

は

第

人

膝

を

第

七

膝

と

封

際

し

て
考

察

し

第

七

膝

に

は

共

同

海

損

行

馬

を

成

立

せ

し

む

る

に

は

危

険

の
状

聾

po
s
it
io
lt

o
f
p
eril
に

あ

る

こ
と

を

僚

件

と

せ

る

も
第

八

株

に

は

斯

る

膝

件

は
規

定

L･4
き

が

故

に

摺

坐

せ

る

船

舶

よ

-
積

荷

を

瀬

取

JJa
て

船

舶

を

軽

-

す

る
費

用

は

本

船

が
危

険

の
状

愚

に

あ

る

と

否

と

を

問

は

す

畢
J陶

歯

損

と

し

て

許

容

せ

ら

る

べ
き

も

の

な

ら
と

決

定

せ

ら

れ

た

る

な

-
御

薗

陀

法

廷

の
解

辞

は

果

し

て

正
督

,.は
る

や

は

明

な

ら

ず

(猶

U
tl･ich
ITI.､
p
･
208,n
)te
c
を

見

よ
)

英

閥

の

ロ

ン
ズ
氏

(L
o
wlld
es,
5th
e
d
1

203,)
に

よ

れ

ば

船

舶

が
T

チ

ー
ム

ス
｣河

の

泥

丘

に

安

欝
三
十
二
番

へ
五
七
五
)

論

祝

典
同
晦
現
･1
園
で
ろ
国
際
沫
規

第
四
綬

四
五



第
三
十
二
巷

(
五
七
六
)

論

親

裁
樹
海
級
に
尚
で
才
国
際
接
娩

舞
四
触

四
六

金

に
坐
糾

せ
る
場

合

に
於

て
積
荷

の
陸

揚
費

用
を
共

同
海
損

と
す

べ
L
と

云

へ
-
郎

氏
は
全

然
危
険

を
度
外

成

せ
る
な

-
'何

れ
が
第

八
膝
を

正
常

に
解
辞

せ

る
説

Lt
る
や
は
今
暫

-
之

を

措
-

こ
と

1
し
て
兎

に
角
第

八
燦

が
不
明
瞭
な

る
規
定

t･b
る

こ
と

は
明

か
な

ら
0

若

し
も
共
同
海
損
行
為
を
定

義

せ
る

一
の
新

保
文

を
r
ヨ
ー

ク
'ア

ン
ト
ワ
ー
プ
ぷ

-

ル
ス
Lに

設
-
る
な
ら
ば
第

八
俵
は
今

の
儀

と
し
而

し

て
第

七
糠

の
危
険

の
状
背

(.'n
a
posit.01"
r
P
e
r
;I)

の
文
句

を
即
除

す

べ
き
も

の
t･5
-
'も
し
｢
ヨ
ー

ク
'ア

ン
ト
ワ
ー

プ
'ル
ー

ル
ス
Lに
新

な

る

一
般
的

規

定
を

設

け

ざ
る

も

の
と

せ
ば

第

八

嫌
に

h
a

po
s

i
t

i
o

n

o
f
p
cn
1
(危

険
の

状

態
)B･Jb
る

文

句

を
挿

0
0
0

0

0

0

0
0

0

0

入

す
べ

き

も

の
な

ゎ

他

山
一

の

賓

例
は

｢ヨ
ー
ク

'ア
ン

ト

ワ

ー
プ

'ル

-
ル

ス
発

十

七
倭

に
規
定

せ

る
運
賃

の
共
同

海
損
負
捧

償
格

の
問

題
な

ら
第
十

七
榛

に
よ

れ
ば
運
賃

LJ
-
経

除
す

べ
き

も
の
は
港

の
諸
費

用

(I,O
rモ
C
Jllr的
es)
並

にこ
船
員

の
給
料

(crew
､s
w
品
CS)な
り
比

の
港

の
諸
費

用

へp
o
r
t

c
∵
arg
es)
と

は
如
何

の
問

題
な
-

C

英
歯

に
於

て
は
組

で

の
費

用
(積
荷

の
陸

揚
費
用
'運
河

の
通
航
瀞
等

を
含

む
)控
除

す

る

の
慣

習

あ

り

(I･"
v
ndesIP
.
347)
鵜
図

の
慣
習

も
英

観
と
同
感

な

-
和
蘭

陀

に

で
は
｢ア
ム

ス

テ

ル

ダ

ム
)の
構
算

入

は
運
賃

の

一
割
を
控
除

せ
-
r
ロ
ッ
テ
ル

ダ

ム
Jの
構
算
入
は
陸

揚
費

用

を
含

め
る

折

の
貨

際

の
費
用

を
控

除

せ
ら
此
等

は
何

れ
も
取

去
れ

ゎ
欝
十
七

燦

の

p
･-･t
c
h
a
l･g
JS
七

る
文



字

の
意

味

は

判

然

た

る

も

の
な

-
元
考

ヨ
ー

ク
'ア

ン
ト

ワ
ー

プ
'
ル

ー

ル
ス
.,は
厳

格

に
解

揮

さ

れ
適

用

さ

る

べ
き

も

の
な

ゎ
図
際

的

の
統

一
を

維

持

せ

ん
と

欲

せ
ば

額

推

論

的

解

帝

は

容

る

べ
か
ら
す
r
p

y
ズ
し氏

自

身

も
港

の
諸

費

用

(p
.
rt
c
軽
g
ej)
と

運

河

の
通

航

科

(canatdues)
と

の
間

に

は

判
然

た

る
院
外

あ

る

こ
と

は
認

め
を

れ

-
(p.
37i)英
国

海
商

精

算

人

の
賓

行
規

則

第

三
十

二
億

に
は
蓮

賃

よ

-
控

除

す

べ
き
諸
費

用

を
示

せ

･JC,
而

し

て
之

れ

に

よ

れ

ば
矢

張

-

p

Drt
Ch
arg
e
s
と

あ

h
て

7
紋

的
費

用

に
ま

で
及

ぼ
し

な

ら
す

是

れ

寧

ろ

不

思

議

の

こ
と

tib
-

蓄

輩

は
r
ヨ
ー

ク
'ア

ン
ト

ワ

ー
プ
'
ル

ー
ル
ス
L第
十

七

膝

を
修

正
し

て
共

同

海

損

行
為

の
行

は

れ

た

る
時

に
船

舶

滅
央

や
ば

要

せ

ざ
る

べ
か

h
L
所

の
纏

で

の
費

用

を

運

賃

よ

-
控

除

す

る

こ
と

に
改

め

ん

と

希

望

す

る

も

の
な

JJL
｡

エ

ー
､タ

ン
ド
氏

が
蹄
際

漁

協

倉

の

1
九

11
四

年

寮

行

の

C
oun
cit

R
ePOrt･S
に
摘

載

せ

る
論

文

の
要

旨

左

の
如

し
(共

同

海

損

に
関

す

る
国

際

法

典

の
存

在

は
有

益

な

ら

や

草
案

は

之

を
国

際

法

典

と

し

て
採

用

す

る

の
慣

値

あ

h
や

と
題

せ

ら̀

C
o
IJn
C
it
R
e

port,
391･4
p
･
p
･
200
-
20
6)
(比

の
論

文

は

T
丸

山
四

年
r
へ
-

グ

に
閲

か

る

べ
き
合

議

に
提

出

さ

る

ペ
か

ら

し

も

の

互

･Jl
)共

同

海

損

に
関

す

る
国
際

法

は

(Interniti.nat
L
aw
)
不

必

要

な

-

現
在

提

供

せ
ら

れ

つ
1

あ

る
所

の

草

案

を

閲

際

法

典

と

し

て
用

ふ
る

こ
と

は
紹

封

的

に
不

可

な

ら
と

吾

輩

は

強

-
主

張

す

る
者

笹

二
十
二
番

(
五
七
七
)

論

説

共
同
海
損
に
園

マ
ス
由
療

法
規

領
国
鴎

幽
也



第
三
十
二
懸

(
五
七
八
)

論

説

共
同
汚
狼
に
牌
で
ろ
国
際
接
規

y=
四
班

四

八

吃

-

試

に
本

問

題

の
沿

革

を

述

べ
し

め
よ

一
八

六

四
年

英

国

の

ヨ

ー
ク
市

へC
ity
of
Y
ol･k)
に

於

て
開

か
れ

た

る
共

同

海
損

に
関

す

る
敢

骨

畢

振

興

畢
合

の
第

三
回

圃
際

合

議

は
坊

令

規

定

iii
嚢

に
基

-
所

の
十

一
ケ
燦

の
共

同

海

損

に
関

す

る
規

定

(Rules)と
(W
endt
p
.
p
.

205･-90
7
)

十

二
筒

膝

の
決
議

塞

(R
eso
tutions)
を
通

過

せ

-

(W
endt,･･M
a
rit;In°
L
egislatio
n
p
.
p
.
207
-
9JO
9)

而

し

て
其

決

議

案

の
弟

三

榛

は
貨

に

左

の
如

し

『
本

倉

に
於

で
今

回

決

議

し

た

る
規

定

は

国

際

共

同

海
損

故

の
基

礎

と

し

て
之

を
採

用

す

べ
き

も

の

な

り
』

と

あ

-

7
八

七

六

年
｢ブ

レ
ノ

ン
｣に
於

で
開

か

れ

た

る
第

四

回

の
国
際

法

修

正
編

纂

協

食

に
於

で
国
際

共

同

海
損

法

要

月

食

(C
om
mi
ssion
up
on
lnternatio
llat
G
en
eral
A

verLlg
e
L
a
w
)
な

る

も

の
初

め

て
常

設

機

関

と

し

て
組

織

せ
ら

れ
其

後

引

磨

き
共

同

海

損

統

一
の
問

題

を
国

際

法

協

倉

の
問

題

と

し

て
討

究

す

る

こ

と
1
な

れ

-
'而

し

て
此

の
｢プ

レ
メ

ソ
J合

議

に
於

で

は

猶

逸

商
法

中

の
共

同

海

損

の
定

義

の
如

き

も

の
を
基

礎

と
し

て
鰻

際

法

典

を

編

成

す

る

こ
と

を
其

の
目

的

と

す

べ
き

も

の
吃

-,L
と

の

説

が
勢
力

を

占

め

た

h
次

で

一
八
七

七

年

ア

ン
ト

ワ

ー
プ

に

開

か

れ

た

る
第

五

回

の
国

際

合

議

に
於

て
は

W

cnd
t
氏

は

開

合

の
静

に
於

で
述

べ
て

日
-
｢プ

レ
メ

ソ
しの
安

貞

が
投

出

せ

る
意

見

に

依

れ

ば

狗
逸
商

法

を

本

合

討
議

の
原

案

と
し

て
採

用

せ

ん
と

希

望

せ

り
煎

れ
JAJ
も
1ヨ
ー

ク
｣規
定

(Y
.rk
R
ules)
を

基

礎

と

し

て

討
議

を

進

む

る

に
か

か

ざ
る

ペ
し

其

理

由

は

Y
o
rk
R
uteS



は

共

同

安

壷
主

義

と
共

同

利

益
主
義

と

の
両

者

の
互
譲

的
精

神

の
上

に
定

め
ら

れ

た

る
も

の

な

れ
ば
な

d

プ

レ
メ

ソ
｣委

員

は

鴻
商

法

の
下

せ

る
定

義
を

採
用

せ

ん
と

希
望

せ

る

も
慮

れ

不

可

な

ら
抑

も

Y
o
rk
R
un;S
が
鵜
商
法

の
定

義

の
如

き

も

の
を

採

用

せ

ぎ
り
L

に
裁

て
は
理

由

め

-
即
ち
共

同

海
損

の
必

要

な

る
僚
件

を
僅

か
の
峰

文

の
下

に
包

容

せ
し

む

る

こ
と

は
困
難

な

ら
云

々
.と

而

し

て
rア

ン
ー

ア
ー

ブ
｣合

議

は

Y

.rk
Rul
e
s

を
基

礎

と
し

て
討

議
を

な
し
瀧

試

し

た

ら
二

ヨ
ー
ク
L
規

定

は
十

]
箇

僚
L･4
わ

し

が
rア

ン
ト

ワ

ー
プ
し食

辞

に
於

で

は
静

1
簡

膝

を
追

加

し
て
都

令
十

二
箇

俵

と

な

れ

-
点

れ
郎

Y
o
r
k
･
A

nt
wp
rp
R
n
Le
s,1877
な

-
而

し

て
本
合

議

に
於

で
は
各

国

政
府

を
動

か
し
本
規

定

を
採

用

せ
し

め

ん

こ

と

に
努

力

す

べ
き
旨

を

決
議

し

た

･Jn
.国
際
法

草
案
(ド

ゥ
ド

ル

氏

が
註

揮
附

に
て
出

版

せ
る
小
冊

子
な

か
本

誌
屠

三
十

二
審

弟

一
哉

八
房
)の
巻
首

に
何

れ

の
国

に
於

で
も
｢
ヨ
ー

ク
'ア

ン
ト

ワ

ー
プ
'ル

ー
ル
ス
Jを
以

て
法

典

の
基

礎

と

せ
ん

こ

と
を
企

て

る

も

の
な

か

る

べ
し

云

々
と

あ

る
も
足

れ

釈

ま

れ

る
の
甚

だ

し

き

も

の
な

ら
｡

何

れ

に
も

せ

よ
国

際
法

を

採

用

せ

ん
と

の
考
某

は
不
必

要
な

る

こ
と

1

し

て
捨

て
ら

れ

た

る
な

-
一
八
七

八
年

に
倫

敦

に
於

け

る
船

主
協

合

の
縫

合

に
於

て
昏
頭

A
tkinson
氏

は

t
の

決
議

を
提

出

し

て
通

過

せ

-
即

ち
其

決
議

に
依

れ
ば
本

協

食

の
意

見

と

し

て
最

良

の
方
法

は

琴

11せ

蚕

(
五
七
九
)

論

親

共
属
車
扱
に
細
す
る
周
際
結
成

第
粗
氷

凶
九



翠

二
十
二
魯

(
五
八

9

歳

汲

共
同
確
執
に
静
す
る
跡
際
溝
現

好

抄

蚊

五
〇

一
方

に
於

で

船

主
'
商

人
'保

険

者

一
致

の
上

に

て

船

荷

澄

穿

及

傭

船

契

約

書

に
約

款

を

挿

入

し

て

『
共

同

海
損

は
r
nT
I
ク
､ア

ン
ト

ワ
ー

プ
'
ル

ー
ル
ス
Lに
準

接

し

て
精

算

さ

る

べ
き

も

の
な

h
』

と

の

こ
と

を

定

め
他

方

に
於

で
保

険

発

券

の
roreig
n
g
e
nerat
averag
e

c
t

ause
の
文

言

に

｡
or
Y

olk

A
n
tw
erp
R
ute
s''
な

る

文

句

を

追

加

す

る

に
加

か

ざ
る

べ
L

と

の
決

議

を

な

し

た

5
品

に
於

で

稗

算

統

一
の
目

的

は

有
効

に
逢

せ

ら

る

ゝ

に
至

れ

り
二

八

九

〇
年

に
rm
I
ク
､ア

ン
ト

ワ
ー
プ

ル
ー

ル
ス
しの
修

正
の
行

は

れ

た

る

時

に
於

て

は

最

早

や

圃

際

法

典

を

主

張

す

る
も

の
な

か

ら

し
が
如

し
b

却

説

国

際

法

の
目

的

と

す

る
鯛

は

賓

際

の
統

一
に

あ

-
法

梓

白

身

の
統

T
を
求

む

る

こ
と

が
賞

際

上

の
統

一
を

求

む

る

上

に
必

要

あ

る
や

を

考

ふ
る

に
抑

も
統

T
は

二

の
手

段

に

よ

う

で
得

ら

る

ペ
し

法

樺

に

採

る
と

契

約

に
操

る
と

走

れ

な

ら
上

に
述

べ
た

る
裁

定

の
沿

革

に

歓

す

る

に
本
脇

倉

は
最

初

は

就

1
し

た

る
法

律

(u
l]ifo
rm
la
w
)
に
依
わ

で
此

の
目

的

を

薄

せ

ん
と

考

へ
た

Jn
然

る

.1
本

国

際

法

協

倉

は
後

に
至

り

て
契

約

に

よ

･C,
て
統

一
を

囲

ら

ん

と
す

る

に

至

れ

-

而

し
て
後

者

の
手

段

に

よ

り
で
統

一
は

現

に
求

め
得

た

る
な

ゎ
共

同

海

損

の
原

則

ド

関

す

る
英

園

と
欧

洲

大

陸

と

の
問

の
重

大

な

る

不

7
致

は
取

去

ら

れ

た

h

而

し

て
現
在

萄

る

伊

の

不

一
致

は

極

め
て

些

細

の
鮎

の

み
た
b
ら
兵

岡

安

金

主

義

(phys
i
c

al
safeb,tlleOry
)
と

共

問



利

益

主

義

C
om
m
on
bene碧

theory

と

の
問

の
学

閥

は

今

や

過

怠

の

こ
と

に
属

し

共

同

利

益

主

我

が

勝

利

を

得

陀

る

L･4
-

而

し

て

此

の
統

一
は
r
ヨ

ー
ク
'ア

ン
ト

ワ
ー

プ
'
ル
ー
ル
ス
Lに
依

-

て
得

ら

れ

た

る

な

-
｢ヨ
ー
ク
ーア

ン
ト

ワ
ー

プ
'
ル
ー
ル
ス
Lは
法

枠

上

の
意

味

に
於

て
所

謂

故

地
ハ

(c
o
d
e
)

と

は
耕

し
難

か

る

べ
し
｡

r
ヨ
ー

ク
'ア

ン
ト

ワ

ー
プ
'
ル
ー
ル
ス
｣に
於

て
は

共

同

海

輩

の
原

則
(p
r].n
ciples)
は
法

律

的

の
定

義

の
形

式

に
於

て

は

未

は

さ
れ

を

ら

ざ

れ

ど

も

本

規

定

(Rules)は
確

固

た

る
統

一
的

の
原

則

の
上

に

編

成

せ

ら

れ

た

る

も

の
;也
-
而

し

て
之

に

依

て
世

界

を

征

服

し

た

る

な

ら
'今

更

ら

に

共

同

海

損

国

際

法

典

を

求

む

る

の
必

要

何

れ

に

あ

ら
や
D

今

7
ツ
国

際

法

典

に
封
す

る

重

大

な

る
障

害

あ

ら

何

れ

の
園

に
於

で
も

現

に
陳

腐

に
属

せ

る

法

枠

も

之

れ

が

改

正

は

最

も

拘

難

と

せ

ら

る

我

が
和

蘭

陀

閲

商

法

は

一
八

三

八

年

の

日
脚

を

有

す

ろ

さ

の
な

･C
l
御

薗

陀

園

ほ

ど

に

は

あ

ら

ず

と
す

る

も

何

れ

の
囲

.i
於

で

も
敵

食

を

動

か
し

て
法

律

を

制

定

せ

し

む

る

こ
と

は

容

易

に

あ

ら

ざ
る

な

ゎ
共

同

海

損

に
鰯

す

る

国

際

法

の
如

き

も
著

し

之

を
制

定

す

る
と

し

て

他

日
陳

腐

に
挿

し

改

正

を

要

す

べ
き
時

至

る

も

之

を

残

す

こ
と

甚

困
難

に

し

て
共

同

海

損

法

規

は

蓬

に

化

石

す

る

に
至

る

ペ
し

然

る

に
｢
ヨ
ー

ク
､ア

ン
ト

ワ

ー
プ
'
〝

-
ル
ス
Lは
之

に
反

し

赦

食

の
需

要

に
鷹

じ

て
塵

化

す

る

だ

け

の
徒

脂

性

を

備

第
三
十
二
番

(
五
八
ニ

論

説

共
同
栂
損
.1
錨

で
石鹸
際
韓
税

常
g
:
q
焼

玉
]



第
三
十
二
奄

孟

八
二
)

論

説

萌
同
時
視
に
関
す
る
国
際
法
規

部
四
統

率

ふ
る

も

の
な

ら
今

例

を

以

て
之

を

示

さ

ん
に
｢
マ
ド

リ
ッ
ド
J食

談

に
於

て
吾

輩

は
r
ヨ

ー
ク
'ア

ン

ト

ワ

ー
プ

ル
ー
ル
ス
L第
七

俵

と
第

八

燦

と

の
問

の
差

別

を
述

べ
而

し

て
第

八
棟

に
慮

険

の
状

態

に
於

で
Jt･'
る
文

句
を

挿

入

す

べ
き

こ
と

を
懇

意

し

た

う
共

同

海
損

に
関

す

る
法

則

の
自

然

の
駿

展

と

し

て
共

同

利

益

祝

(C
.m
m
on
beneSt
theory)
が

次

第

に
嘗

際

に
勢

力

を
占

め
共

同

海

損

に
関

す

る
法

則

が
自

然

に
凝

屈

し

て
危

険

の
法

則

(p
rin
ciple
.
f

d
a
n
bU
e
rr
)

は
第

八

僚

以

外

の

吏

ら

に

多

-

の
場

合

に
封

し

て
不

用
と

な

る

の
時

期

来

ら
ず

と

も
限

ら

ず

果

し

て
斯

る
時

節

到

乗

せ

ば

国

際

法

典

の
如

き

は

進

歩

上
/無

用

の
障

巻

物

と

な

る

ペ
し

現

に
r
マ
ド

リ

ッ
ド
J合

議

に
於

で
注

意

し
偉

き

た

る

が
如

-
'提

案

せ

ら

れ

た

る
改

案

の
亀

の

一
ツ
の
障

害

は
此

の
法

典

と

ヨ
ー
ク
'ア

ン
ト

ワ

ー
プ
'ル

ー

ル
ス
Jと

の
間

に
軍

閥

･皆
惹

起

し

現

に
成

立

せ
る
国

際

的

了
解

を

破

壊

す

る

に
至

る

べ
し

試

み

に

本
法

案

を

吾

人

が
可

決

す

る
と

せ
ば
傭

船

契

約

書

及

船

荷

詑
券

面

にこ
於

で
r
ヨ
ー

ク
'ア

ン
ト

ワ

ー
プ
'
ル

ー

ル
ス
｣の
代

-

に
之

を

採

用
す

る

の
約

款

を

挿

入

す

る

も

の

を

生

す
すべ
し
既

に
現
存

せ

る
国

際

的

統

1!
は
斯

-

し

て
傷

け

ら

る

べ
し
｡

草
案

は

｢ヨ
ー
ク
'ア

+,'
ト

ア

ー
ブ
'
ル

ー

ル
ス
Lに
射

し

て

何

程

進
歩

し

た

る
も

の

な

る

か

を
比

較

詮

索

す

る

に

等
案

は

三

の
部

分

よ

わ
,
成

る

第

l
t初

め

の

三

ケ
株

は
理

論

的

の
規

定

な

り
'共

同

海

損

行
稀

か
定

義

は
頗

る
危

険

な

る
も



の
な

-

按

す

る

に
ご

-
ク
'ア

ン
j･
ワ

ー
プ
'
ル

ー
ル
ス
)を
生

み
出

し

た

る
人

々

が
共

同

海

損

の

原

則

を

窮

屈

な

る

容

器

に

閉

塞

せ

ざ
ら
し

は

賓

に
聴

明

な

る
道

々
抹

･B
た

る
も
ーの
と

諦

ふ

べ

L
t蓋

し
若

し
斯

-
閉
塞

し

た

ら

ん

に

は
其

原

則

を

窒

息

せ
し

め

し

猛

る

ペ
し
前

に

も

述

べ
た

る

が
射

-
共

同

海

損

の
制

度

の
主

要

鮎

に
於

て
は
各

国

差

別

な

き

も

の
.に

し

て
定

義

は
共

同

海

損

制

度

の
整

賓

な

る
進

歩

の
障

害

と

な

る

に

止

ま

る
tIb
-
ぐ

草
案

簾

二
健

に
共

同

海
損

行
為

の
普

然

の
結

果

(reaSC,nab
te
conseque
nce)
た

る
総

て

の
損

失

損

害

並

に
費

用

は
共

同

海
損

な

ゎ

と

あ

る

が
此

の
禽

然

(re(1SOnable)
な

る

文

字

は

甚

だ乾
然

た

る

も

の
な

れ

ば
従

来

共

同

海
損

と

し

て
取

扱

は

れ

ざ
る
損

失

損

害
例

へ
ば

避

難

路

に
放

け

る
積

荷

の
損

傷

の
如

き

も
之

や
璃

め

に
共

同

海

損

と

し

て
看

倣

さ

る

1
に

至

る

ペ
L
o草
案

第

二
僚
回

の
如

き

は

悲

し

む

べ
き
退

歩

的
規

定

と

云

は

ざ

る

べ

か
ら

す

]
八
九

〇
年

に
rヨ
ー
ク
'ア

ン
ト

ワ

ー
プ
'
ル
ー
ル
ス
轟

1
膝

を

次

の
如

-
訂

正

す

べ
n
u
動

議

の
提

出

せ

ら

れ

た

る

こ
と

あ

-
(註

三
)郎
r遵

法

の

一
般

の
習

慣

に
従

ひ

且

運
送

契

約

に
違

反

せ
ず

し

て
甲

板

に
嶺

載

せ
ら

れ

た

る
木

材
'タ

ー

ル
及

樹

脂

の
投

荷

は
其

投

荷

が
共

同

受

金

の
薦

め

に

行

は

れ

た

る
場

食

に
限

-
共

同

海

損

と

し

て
補

償

せ
ら

る

べ
L
Jと

の
修

正
案

が
提

出

せ

ら

れ

た

る

も
出

席

骨

層

多

数

の
反

射

の
た

め

に

否

決

せ
ら

れ

た

d
.タ
メ
ブ

ー
ル
しの
合

員

の

一
人

は
其

修

正
に
封

す

る
反

射

意

見

と

し

て
甲
板

に
鎗

む
高
-

欝
三
十
二
懸

(
五
八
三
)

論

説

共
同
時
視
に
隣
す
る
国
際
法
規

弟
四
瞭

五
≡



禎
こ
こ
十
二
魯

(
五
八
四
)

論

説

共
同
蒋
損
に
閲
で
ろ
閑
職
法
規

筒
四
嘘

滋
e
l

積
荷

を
積

む
番

め
に
失

は

る

1

人
命
甚

だ

多

き

こ
と

を
警

告

し

た

-
然

る

に
今

年

一
九

1
四

年

に
垂

ら
で
恰

も

7
方

本

協

食

の
他

の
部
合

に
於

て

は
甲
校

積

み

の
危
険

を
漁

防

す

べ
き
耗

案

の
上
程

せ
ら

る
1

に
際

し

て
他
方

に

一
八
九

〇
年

に
否

決

せ
ら

れ
た

る
寒

と
同
くじ
き
案

而

か
も
夫

れ

よ
り
も

山
暦
贋

-
各

種

の
積
荷

を
包

容

す

る
所

の
新
来

の
通

過

を
要
請

せ
ら

る
1

な

ら
而

か
も
其

の
新

案

に
は
｢蓮
迭

契

約

に
違

反

せ
ず

し

て
しの
膝
件

も
附

き
な
ら

ざ
る

な

･L
h

｡

(註
三
)
rヨ
ー
ク
'ア

ン
ト

ワ
ー
プ
'
ル

ー
ル

ス
_r
第

.】
傑

甲

枚

歳

々

荷

の

投

荷

に
繍

す

る

博

文

は

山
八

七

七

年

の
規

峯

嘗

洩

峯

と

7
八
九

〇
串

の
祝

宴

新
規

定
)と
全

然

同
棲

な

り
｡

草
案

第

三

膝
は
過
失

に
困

る
損
害

の
問

題

tj,
る
が
斯

る
規

定

を

認

容

す

べ
き
必

要
何

れ

に

あ

り
や
彼

の

1
九

〇
三
年

の

ア

ン
ト

ワ

ー
プ
規

定

(A
n
tw
erp
R
ute
J
1
9
()
tQJ)

は
賓

際

融
合

に
歓

迎

せ
ら

れ
す

吾

輩

の
知

れ

る
範

囲

に
於

で

は
斯

か
る
約

款

を
挿

入

せ
る
倍

解
契

約

書

L･1
し
｡

第

二
'次

ぎ

に
草
案

の
第

四
膝
(共

同

海

損

を
分
捨

す

べ
き
利
害

関

係
物
)
'
第

六

偉
(共

同

海
損

額

の
評

定
)
第

七

億
(共

同

海
損

を

分
薦

す

べ
き
利

害

関

係
物

の
許

倍
)
'
第

九

僚
(共

同

海
損

の
起

る
格
別

の
場

合
)及
第
十

僚
(避

難
港

諸
費

用

及

代

用
牽
)は

何
れ

も
大

膿

に
於

て
｢
ヨ
ー

ク
､ア

ン
ト

ワ
ー

プ
､ル

ー
ル
ス
Jに
設

け
ら

れ

た

る
と

同
株

な

る
裁

定

総

ら
草
案

の
施

し

た

る
嘩

吏

増
補

は

飼

よ

を
悉

-

改
善

之

の
み

は

云

か
離

し

元
凍
｢
ヨ
ー
ク
､ア

ン
.･
ア

ー
ブ
'オ

ー
ル
ス
あ

文
革

は
其



簡

単

明

瞭

な

る
鮎

に
於

て
英

語

の
標

本

な

ら
然

る

に
草

案

は

此

の
美

郡

を
故

ぐ
併

多

し

例

へ

ば
ぎ

ー
ク
､ア

ン
ト

ワ
ー

プ
'
ル
ー

ル
ス
し第

十

六

健

を

草
案

弟

六

僚

四

と

比
較

せ

よ

容

易

に
其

優

劣

を
鑑

別

し
得

べ
し
却

説

此
等

の
株

文

に
閲

し

次

の
批

評

を

就

む

べ

し
.

草
案

弟

四

嘩

或

は

決

定

的

に
陸

揚

げ

せ
ら

れ

ざ
る
積

荷
｣(｡
or
not

Ferm
aneT"L甘
disch;1rg
e
d
｡)

な

る
文

句

は
明

瞭

を
放

け

-
'歌

解

を

生

す

べ
し
.

歓

洲

の
各

囲

及

米

国

の
慣

習

に
従

へ
ば

底

荷

の
み
を
有

せ

る
船

舶

に
裁

て
は
共

同

海
損

の

問

題

を

生

せ

ざ

る
な
-

然

る

に

濁
ら

英

膏

利

に
於

て
は
斯

る
場

合

共

同

海

損

を

生
す

る

の
慣

習

あ

･:
(ド

ゥ

ド

ル

氏

の

小
冊

子

の
証

を
見

よ
)按
す

る
に
大

陸

の
習

慣

は

此

の
鮎

に
於

で

は
英

国

に

比

し

て
共

同

海

損

の
原

理

に
適

臆

せ

る

も

の
と

云

ふ

べ
し
草

案

第

六

僚
鞘

に
於

で
粕

普

(Te
a.sonabl･=)
な

る
文

字

は

何

を
意

塊

す

る
や
海
損

精
算

人
､は

造

船

所

の
勘

定

書

を

検

査

し

て

其

代

償

の
不
普

な
ら

ざ

る

や

を
決

定

す

べ
き

も

の
t･b
る
や
固

ま

少
精

算

人

は
其

勘

定
書

が
茸

際

に
修

繕

さ

れ

た

る
費
目

の
勘

定

書
な

る
や

否

や

を

検

閲

す

る

の
義

務

あ

る

も
其

以

上

の
責

任

は
t･･b
き
笠

松

-
'草
案

弟

六

燦

動

も
頗

ぶ
る
疑

問

に
属

す
奉

養

弟

六

使
用

及

明

は
賓

際

起

る

べ
き
線

べ
て

の
場

合

に
渉

･｡
を

ら

す
徒

で
r
ヨ
ー
ク
'ア

ン
ト
ワ

ー
プ
'
ル
ー
ル
ズ
)弟
十

六

債

の
簡

明
な

る
文

言

の
,*

が
優

れ

-
'寄
集

発

六

僚

岬
のr新
に
b
る
積
荷

の
契

約
及

積

込

み

に

要

す
る
時

*
1ニ
十
二
食

(五
八
五
)

論

親

裁
同
港
琴
一

､腰す
る
鯛
輝
暴

発
四
髄

五
五



弟
三
十
二
魯

(
五
八
六
)

論

説

典
的
海
技
･1
線

ろ
国
際

拝
観

牌

の
碇
泊
斜

の
握
陵
Lの
件

は
共
飼
海
損

の
原
理

LJ
適
食
せ
ず
B
(未
完
)

欝
的
鏡

五

木
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